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風水害

雨の降り方と強さ雨の降り方と強さ
平成27年９月関東・東北豪雨や令和元年東日本台風では、関東甲信地方や東北地方を中心に、次々と発生した
積乱雲が、線状となって、長時間にわたり大雨を降らせました。このような雨の降り方は「線状降水帯」と呼ばれ、
集中豪雨をもたらします。気象情報などを確認し、災害時に備えて早めの準備をしましょう。
また、河川やがけなど災害の危険性のある場所には近づかないようにしましょう。

台風台風
日本には毎年多数の台風が接近、上陸し、大きな被害をもたらします。台風の接近が予想される際には、気象
情報に十分注意し、不要不急の外出は控えましょう。

風速10m以上～15m未満

「やや強い風」
風に向かって歩きにくくなる。
傘がさせない。

風速15m以上～20m未満

「強い風」
風に向かって歩けなくなり、
転倒する人も出る。
高所での作業は極めて危険。

風速20m以上～30m未満

「非常に強い風」
何かに捕まっていないと立っ
ていられない。
飛来物によって負傷するおそ
れがある。

風速30m以上

「猛烈な風」
屋外での行動はきわめて危険。
多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯で倒れるものがあ
る。
ブロック塀で倒壊するものが
ある。

風の強さと吹き方（平均風速:m/秒）

「やや強い雨」
雨の音で話し声が聞き取
れない。

ザーザーと降る

10～20mm

「強い雨」
車の運転中、ワイパーを
早くしても見づらい。

どしゃ降り

20～30mm

「猛烈な雨」

車の運転は危険。

息苦しくなるような
圧迫感や恐怖を感じる

80mm～

「激しい雨」
傘をさしていても濡れ、
道路が川のようになる。

バケツをひっくり返した
ように降る

30～50mm

「非常に激しい雨」
あたりが水しぶきで白く
なる。傘は全く役に立た
なくなる。
滝のようにゴーゴーと

降り続く

50～80mm

暖かく湿った空
気

山や前線に
ぶつかり上昇

上空の風に流され移動

積乱雲が
発生

列になって
次々と発生

移動しながら発達し、
長時間雨を降らせる

大きさ
大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

半径500㎞～800㎞未満

半径800㎞以上
強さ

強い

非常に強い

風速33m/秒以上～44m/秒未満

風速44m/秒以上～54m/秒未満

猛烈な 風速54m/秒以上～

台風の大きさと強さの目安

１時間の雨量

ふ う す い が い

あめ

記録的短時間大雨とは記録的短時間大雨とは記録的短時間大雨とは
数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測
（地上の雨量計による観測）したり、解析（気象レーダーと地
上の雨量計を組み合わせた分析、解析雨量）したときに発表
されます。

きろくてきたんじかんおおあめ

線状降水帯とは線状降水帯とは線状降水帯とは
次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなし、同じ場
所を通過または停滞することでできる線状に伸びる強い降
水域のことです。これにより数多くの甚大な被害が生じて
います。

せんじょうこうすいたい

たいふう

ふ かた つよ
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土砂災害

がけ崩れの特徴がけ崩れの特徴
土砂災害は台風や豪雨、地震によって突発的に発生します。
市内で起こりうる土砂災害には「がけ崩れ」があげられます。
▶がけ崩れは、大雨や集中豪雨などにより、斜面（がけ）が突然崩れ落ちる現象です。また、強い地震の揺れに
　より発生する場合もあります。
▶崩れた土砂は、斜面の高さの２～３倍も離れた距離まで届くこともあります。
▶突然発生し、崩れるスピードが速いので、危険を感じたらすばやく避難をすることが大切です。

●気象情報に注意し、早めに避難しましょう。
●雨のピークが夜になりそうなときは、明るいうちに避難しておきましょう。
●川から離れ、浸水しない横方向へ避難（①水平避難）しましょう。
●外に出ることが危険な場合は、状況に応じて建物の上階縦方向へ避難（②
　垂直避難）しましょう。

土砂災害（特別）警戒区域土砂災害（特別）警戒区域
茨城県では、土砂災害防止法に基づき、土砂災害の被害を受けるおそれがある区域を「土砂災害警戒区域」と
「土砂災害特別警戒区域」に指定しています。那珂市には、９箇所の指定区域があります。

避難するときのポイント（水害・土砂災害）避難するときのポイント（水害・土砂災害）

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
急傾斜地の崩壊や土石流などが発生した場合に、住民などの生
命または身体に危害が生じる恐れがあると認められる区域で
す。住民などが迅速に避難できるよう、警戒避難体制の整備が行
われます。

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
急傾斜地の崩壊や土石流が発生した場合に、建築物に損壊が生じ
住民などの生命、または身体に著しい危害が生ずるおそれがある
と認められる区域です。

水害

●土砂災害の前兆現象に注意し、すぐに避難しましょう。
●土石流やがけ崩れの起こる方向に対して、横方向へ避難（①水平避難）
　しましょう。
●大雨の中など外へ避難を行うことが危険と感じる時は、自宅２階以上の
　山の反対側の部屋や堅固な建物の上階縦方向へ避難（②垂直避難）するこ
　とも考慮しましょう。
●土砂災害危険警報が発表された場合は、すぐに危険なエリアの外へ避難
　しましょう。
●記録的短時間大雨が発表された場合は、早めに避難しましょう。

土砂災害

前兆
現象

●斜面から水が噴き出す  ●地鳴りがする
●湧き水が増えた   ●斜面に割れ目ができる
●地面にひび割れができる　　 ●斜面から小石がパラパラ落ちてくる

❶水平避難

❷
垂
直
避
難

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

危険

危険

ど し ゃ さ い が い

くず

ど し ゃ さ い が い

ひ な ん すいがい どしゃさいがい

け い か い く い きとくべつ

とくちょう


